



平 成 ９ 年 ６ 月 ４日的
座 長 山 本 格 陸
研究発表
１．遠隔講義の現状と川崎医療福祉大学のとりくみ
川崎医療福祉大学 医療情報学科 ※品川 佳満 竹内 晶子 村口 厚
藤原 佳代 田中 昌昭 上田 智
九州大学医学部附属病院 医療情報部 野瀬 善明 権丈 裕子
２． 在宅透析における自己管理支援システムの開発
川崎医療福祉大学 臨床栄養学科 ※平野 宏 荒木 裕子




川崎医療福祉大学 医療福祉学科 ※近藤 功行
４． 特別養護老人ホームにおける死についての多角的検討 第１報
－－岡山県の特養での死の実態－－
川崎医療福祉大学 医療福祉学科 ※宮原 伸二
保健看護学科 人見 格江
臨床心理学科 進藤 貴子
川崎医療短期大学 看護科 清田 玲子
※印：発表者
閉 会 挨 拶 学会運営委員長 斎 藤 泰 一 教 授
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川崎医療福祉大学 医療福祉学科 近藤 功行
























川崎医療短期大学 看護科 清田 玲子
に多く， 特に施設内にその傾向が強かった。８３
％の施設が特別養護老人ホームを死の場所と位
置づけていたが， 住民， 家族， 職員の意識の変
化， 環境づくり， 医療の充実などを条件として
挙げていた。
